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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 北棟

〒３０６－０１２６

茨城県古河市諸川２５２８－１

自己評価作成日 平成２６年１１月２５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２７年１月２９日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

　事業所は幹線道路から車で５分程脇に入った場所に立地しており、周りは住宅地が多く、田園地
帯も点在するのどかな場所にあり、利用者がのんびりと暮らすことができる環境となっている。
　隣接する同一法人運営の特別養護老人ホームの管理者が兼務していることから、職員の研修や利
用者の健康管理、レクリェーションなど日頃から協力関係を築きながら、利用者の支援にあたって
いる。
　管理者は事業所の庭にある花壇の一つを、車いすを使用している利用者が座ったまま気軽に草花
や野菜の世話ができるように高さのある花壇を設置している。
　玄関前の庇の下に長椅子やテーブルを配置して、お茶を飲みながら気軽に日光浴や外気浴ができ
るなど、利用者が外に出る機会が多くなるよう環境整備や支援している。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2011_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0890400047-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２７年７月３０日

　特養・デイ・居宅を併設しており、看護・介護支援専門員等の協力を得て、問題解決の助言や、
安全管理、医療的対応など多分野の情報を収集して、グループホーム職員の能力向上に努めること
により、利用者は、安心で安全な生活を営んでいます。

平成２７年７月２９日

グループホーム　秋明館

０８９０４０００４７

社会福祉法人　和風会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２７年７月３０日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2011_022_kihon=true&JigyosyoCd=0890400047-00&PrefCd=08&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2011_022_kihon=true&JigyosyoCd=0890400047-00&PrefCd=08&VersionCd=022


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　運営推進会議は家族等の代表や市職員、民生委
員、管理者、職員で２ヶ月に１回開催している。
　会議では利用者の生活の様子や運営状況の報告を
行うとともに、課題などを話し合う中で委員から出
た意見や助言をサービスの質の向上に活かしてい
る。
　委員からは「職員不足で利用者の支援に不安を感
じる」や「庭の花壇に花ばかりでなく野菜も作って
はどうか」などの意見や提案があり、管理者は職員
を募集をしているほか、利用者の楽しみになるよう
花壇の一部にミニトマトやピーマン作りを実施し
た。

　職員不足の解消に向け、市
職員や地域住民などの協力を
得ながら職員の補充をし、利
用者の支援をすることが望ま
れる。

外　部　評　価

　法人の理念と地域密着型サービスの意義を
踏まえた事業所独自の理念を掲げ、事務所や
職員トイレに掲示している。
　管理者と職員は朝礼時に唱和して共有して
いるとともに、月１回の職員会議で理念に
そった支援ができているかを確認し、実践に
結び付けている。

　事業所では年間を通して折り紙教室や歌、
踊り、マジックなどのボランティアのほか、
年１回地域の幼稚園児の慰問と高校生の職場
体験を受け入れている。
　近隣住民がペットボトルで制作したロケッ
トの打ち上げを来訪して実演してくれるな
ど、利用者が地域の人々と交流できるように
支援をしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

 運営推進会議の運営がなかなか
定着できず,現在年に３回の開催
となっている。サービスの実施
報告や情報交換を行い、頂いた
意見をサービスの質の向上に繋
ぐことが出来るよう努めてい
る。

1 1

2 2

3

4 3

　年間を通して地域のボラン
ティアグループ（傾聴ボラン
ティアや踊りのサークル等）を
受け入れたり、近隣の保育園児
との交流会、高校生の体験学習
来訪など、地域の方々との交流
の機会を設けている。

　学生実習の受け入れを行い、
地域の中でのグループホームの
存在意義や、認知症の人の理解
や支援の方法について伝えてい
る。また、在宅支援センターで
行われている「介護予防教室」
「家族介護支援講座」等に協力
させて頂いている。

　施設理念の中に「地域に愛さ
れる施設づくり」を目指す項目
を含み、事務室等に掲示し周知
している。又、朝礼や会議の場
では理念の読み上げを行い、１
日１回は声に出し再認識してい
る。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　管理者は介護認定審査会や特別養護老人
ホームの入所判定委員会の委員を務めてお
り、市担当者とは日頃から交流している中
で、事業所の運営状況や空き状況、ヒヤリ
ハットなどを伝えるなどにより、協力関係を
築くよう取り組んでいる。

　身体拘束を行わないことを重要事項説明書に明記
するとともに、職員は月１回の職員会議で身体拘束
の状態になっていないかを確認し、玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに努めている。
　隣接する同一法人の特別養護老人ホームと合同で
身体拘束廃止委員会を設置し、月１回担当職員が中
心となって身体拘束をしないケアの研修を実施して
おり、全職員が身体拘束の内容とその弊害を理解し
ている。
　玄関内の各ユニット入り口や事務室のドアは、不
審者侵入予防のために家族等の同意を得て施錠をし
ているが、書面で同意を得るまでには至っていな
い。

　やむを得ず玄関を施錠しな
くてはならない場合は、利用
者や家族等から書面で同意を
得ることを期待する。

7

8

　管理者が、介護認定審査会の
委員や特別養護老人ホームの入
所判定委員会の委員になってい
る関係から、市担当者と話をす
る機会が多く、事業所の実情を
伝え、協力関係を築くように取
り組んでいる。

　併設の特別養護老人ホームと
合同の身体拘束廃止委員会があ
り、身体拘束にあたる具体的行
為やその意味等を理解してい
る。玄関の施錠はないが、玄関
両脇の出入り口は不審者侵入予
防のため家族の承諾を得て施錠
している。

　虐待の中に身体拘束が含まれ
るという考えの基、身体拘束廃
止委員会により高齢者虐待につ
いての理解、見過ごされること
のないような取組みについて指
導している。

　月に１回行われている勉強会
にて、権利擁護について理解を
深め、入居者の利用状況を確認
しながら、権利擁護が必要と思
える利用者にはアドバイス出来
るように資料を用意している。

5 4

6 5
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4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　管理者や職員は、利用者との日々の会話か
ら意見や要望を聴いているほか、家族等から
は来訪時や電話連絡時に意見や要望を聴くよ
うに努めている。
　利用者から「希望する飲食店に行きたい」
との要望を受け、職員は４回に分けて利用者
に希望する店での外食を支援している。

　管理者は月１回の職員会議時に、職員の意見
や提案を聞く機会を設けるとともに、休憩時間
にコミュニケーションを図るなど、日頃から何
でも言い合える関係づくりに努めている。
　職員から「寒い時期、利用者が帽子をかぶっ
たら暖かいので、編み物を得意としている利用
者に編んでもらったらどうか」や「利用者の肌
の乾燥防止に入浴剤を購入して欲しい」などの
提案を受け、利用者の楽しみや励みとなり、全
利用者の帽子を編んでもらったほか、入浴剤を
購入するなど、職員の提案を運営に反映させて
いる。

　契約の説明が不十分であると
誤解を招く恐れがあり、苦情・
不満の種になることから、共に
支援していく者としての施設の
役割、家族の役割について十分
な説明を行い、理解して頂くよ
う努めている。

　家族来館時には各職員がコ
ミュニケーションを図り、信頼
関係を築きながら、利用者・家
族が抱えている意見や要望を汲
み取ることが出来るよう努めて
いる。又、玄関に「意見箱」を
設置し、定期的に意見を取りま
とめ対応について明示した文書
を掲示している。

　会議等の場でリーダーが各職
員の意見や提案を吸い上げ、出
た意見等を法人内全事業所合同
で行われる運営会議で提起し、
運営に反映させている。

11 7

12

9
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　勤務状況を把握し、各職員が
向上心を持ち続けられるよう
に、いつでも対話できるよう努
めている。また、必要に応じて
随時にマンツーマンでの対談の
場を設け、職員個人の意向を拾
い上げている。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

17
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　併設の特別養護老人ホームと合同
で、介護職員及び看護職員を対象とし
た職場内研修を毎月開催、参加してい
る。研修は職員の勤務状況等を考慮し
て、同一研修を2回/月実施し、広く参
加できるよう配慮している。加えてグ
ループホーム独自でも、管理者運営に
よる職員研修を行い、その時々に必要
な研修を実施している。

　入所申込時、入所前調査時、入
所契約時…と繰り返しご家族にお
会いし、想いを伺っている。また
入所時にはご家族の想いを記入し
て頂くアンケートを行い、その後
の本人へのケアや関係づくりの参
考にしている。

　入所に至る段階で、それまで
利用されていた居宅介護支援事
業所ケアマネージャーと情報を
共有し、適切な対応がとれるよ
う必要な資料を集め、アドバイ
スができるよう努めている。

　入所の前に本人と直接お会い
する機会を設け、入所に対する
意向や要望を伺っている。また
差し支えなければ入所に伴う契
約にも本人に同席して頂き、本
人が安心した生活が開始できる
ように努めている。

　併設の特別養護老人ホームと、
委員会や勉強会などを合同で活動
している。また、デイサービス等
の事業所とも合同行事行う中か
ら、他部署との交流の機会を設
け、そこで交わされた意見等を
サービスの参考にしている。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　職員は利用者との日々の会話や家族等から話を聴
き、利用者が築いてきた馴染みの人や場所を把握す
るよう努めている。
　利用者の馴染みの友人や親戚が来訪した際には、
お茶を出して居心地よく過ごせるよう努めたり、家
族等の協力を得ながら、行きつけの美容室の継続利
用や馴染みの店での飲食、墓参りなどを支援してお
り、これまで大切にしてきた人や場所との関係が途
切れないように支援をしている。
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　利用者同士の関係性を把握し、
多くのコミュニケーションがとれ
るよう対応の工夫をしている。日
常の中でも、利用者同士食事の食
べ方を注意する声掛けや、上着を
着させてあげる様子などが見られ
ており、お互いに支え合って生活
されている。
　サービス終了時には、今後の居
所にこれまでの経過情報を提供し
たり問い合せに対応させて頂いて
いる。特に併設の特別養護老人
ホームへの入所によって退所され
た方へは、本人・ご家族共に随時
コンタクトを取り、相談・支援が
出来るよう努めている。

　外出や外泊の支援を、ご家族
の協力を得て積極的に行ってい
る。また行事等を行う時にも積
極的に声をかけさせて頂き、協
力頂ける家族には演目の披露や
誘導等を手伝って頂いている。

　ここでの生活を共にする者同
士、という考えの基、食事作り
や洗濯物たたみ、玄関掃除、食
器洗い…等の作業に協力して頂
き、日々の生活を支え合いなが
ら過ごしている。

　親戚の方や近所のご友人、以
前に利用されていた老人クラブ
の仲間などにも面会に来て頂い
ている。また積極的に行ってい
る外出・外泊の中で、これまで
馴染みにしてきた場所へも出か
けて頂いている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　介護計画は利用者や家族等の意見や要望、
医師や職員の意見を取り入れて作成してい
る。
　介護計画の見直しは、月１回カンファレン
スや随時のモニタリングにより行っている。
　利用者の心身の状態に変化が生じた場合に
は、その都度現状に即した介護計画に見直
し、利用者や家族等の確認を得ている。
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　管理者や職員は、入居時のアセスメントか
ら利用者の生活歴を把握するとともに、日々
の関わりの中で会話や行動を観察し、利用者
の思いや意向の把握に努めている。
　意思疎通が困難な利用者の場合には、表情
やしぐさから判断したり、家族等から情報を
得たりして利用者の思いなどを汲み取るよう
に努めている。
　把握した内容は「個人ファイル」と職員で
知り得た情報を記録する「申し送りノート」
に記載し、全職員で共有している。

23 9
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　センター方式シートを用いア
セスメントし、ケアの提供に繋
げている。また状況に応じて、
日々のミーティングの中で必要
な情報を共有し、心身の異変に
気付くように努めている。

　日々職員は日常生活の中で、利
用者一人ひとりの思いや暮らしに
対する意向を把握できるように、
申し送りノートを活用したりケア
カンファレンスで話し合い検討し
ている。また、入所時に家族に生
活暦情報を提供して頂き、意思疎
通困難な利用者に対してもその情
報をもとに表情や態度からその方
の想いを把握できるよう努めてい
る。

　入所時には、センター方式
シートによる生活暦等の情報を
家族より提供して頂いたり、入
所前に利用されていた居宅介護
支援事業所ケアマネージャーよ
り情報を提供して頂く事で、こ
れまでの生活の把握に努めてい
る。

　毎日のミーティングや定期的
に行うケア会議の中で必要なア
セスメントを行い、また随時行
う利用者及び家族との面談の中
から意向を確認し、介護計画に
反映させている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

8 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

　契約時に利用者や家族等に希望するかかりつけ医への
受診が可能なことや、協力医療機関の医師をかかりつけ
医にできることを説明している。
　かかりつけ医への受診は、家族等の付き添いを基本と
しているが、家族等の都合が悪い時には職員が支援して
いる。
　月２回協力医療機関の医師による訪問診療や、週１回
訪問歯科診療を支援するほか、隣接する同一法人運営の
特別養護老人ホームの看護師による日常的な健康管理を
行っている。
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　日常生活の様子を、発言をその
まま記入したりと具体的に記録す
るよう努めている。また介護計画
に立案されたプランの実践を日々
評価し、記録に残している。その
記録（情報）を職員間で共有し、
次の介護計画の見直しに活用して
いる。

　本人やご家族の希望に応じ
て、福祉用具購入の支援往診可
能な医師の紹介、移送サービス
の活用などを支援している。
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　地域ボランティアグループや
理美容院の受け入れ、消防署の
協力を得た避難訓練や救命救急
講習などを実施し、利用者が安
心して暮らせるよう支援してい
る。

　利用者全員が、利用前からの
かかりつけ医に家族等の付き添
いで受審または往診を受けてい
る。状態の変化による臨時の受
審の際には、状態報告書を職員
が作成し、ご家族を介してかか
りつけ医へ報告、適切な医療が
受けられるよう支援している。

　介護職員の気づきを併設の特
別養護老人ホーム看護職員に報
告・相談し、必要に応じて看護
職員が状態を確認し、適切な処
置や受診等の看護が受けられる
よう支援している。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　避難訓練は消防署立会いのもと、隣接する同一法
人運営の特別養護老人ホームと合同で実施している
とともに、事業所独自の避難訓練を含めて年４回実
施しているが、夜間を想定した避難訓練を実施した
り、避難訓練に近隣住民の参加を得るまでには至っ
ていない。
　訓練後に反省点や今後の課題などを話し合って記
録に残している。
　備蓄品等は、水やレトルト食品、かまど、発電
機、マスク、リハビリパンツ、オムツなどを隣接す
る同一法人運営の特別養護老人ホームで一括管理し
ている。

　夜間を想定した避難訓練の
実施と、運営推進会議の委員
や地区長などを通して、避難
訓練に地域住民の参加が得れ
るように呼びかけ、協力関係
を築くことを期待する。

　契約時に利用者や家族等に、重度化や終末期に向
けた事業所の対応指針を説明し、同意を得ている。
　事業所は看取りをしない方針であるが、重度化や
終末期の段階に入った時点で、隣接する同一法人運
営の特別養護老人ホームや他の福祉施設、適切な医
療機関などへの移動を利用者や家族等から書面で同
意を得ながら支援している。
　隣接する同一法人運営の特別養護老人ホームの看
護師による重度化や急変時、緊急時対応等の研修を
実施している。
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　消防署立会いのもと、年2回併設
の特別養護老人ホームと合同で夜
間想定の避難訓練も含めた総合防
災訓練を実施している。当施設職
員だけでの誘導の限界に踏まえ
て、特別養護老人ホーム職員がか
けつける体制をとっている。ま
た、災害時に備えた食料や飲水を
特別養護老人ホームに備蓄してい
る。

　入院が必要になった際には、
サマリーを作成し入院先の医療
機関に情報を提供している。入
院中も、ご家族を介して様子を
伺ったり、必要に応じて実際に
医療機関へ足を運び状態を確認
する事で、退院（受入）がス
ムーズに行えるよう努めてい
る。

　医療的なケアの介入が必要に
なった場合は、併設の特別養護老
人ホームの看護師の協力を得てい
るが、重度化によって当施設対応
困難となった場合は、併設の特別
養護老人ホームも含め、医療機関
等適切な施設への移動を早めに呼
び掛けている。その基準につい
て、書面をもってご家族に説明さ
せて頂いている。

　併設の特別養護老人ホーム看護師に
よる「緊急事対応」の研修会（毎年1～
2回/年 開催）への参加、消防署主催の
「救命救急講習」（2年に1度の更新）
への参加などにより、利用者の急変時
や事故発生時に備えて技術を習得でき
るよう努めている。また急変時に備え
ての対応手順マニュアルを整備し、す
べての職員が対応できるよう備えてい
る。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　管理者と職員は、利用者の呼び方や言葉遣いなど
に気を配り、言われたくないことを言わないよう利
用者一人ひとりの尊厳を大切に支援をしている。
　利用者の居室に入る時にはノックや声かけをする
ほか、トイレ誘導時には小声で声かけをするなど、
プライバシーに配慮をした対応に努めている。
　個人情報に関する書類は、事務室にある施錠がで
きるキャビネットに保管し、情報漏洩に留意してい
る。
　契約時に利用者や家族等から「個人情報の使用に
係る同意書」を得ているが、その中に利用者の肖像
権について記載するまでには至っていない。

　利用者の写真を広報誌や事
業所内の掲示などで使用する
機会が多いことから、「個人
情報の使用に係る同意書」に
利用者の肖像権についても加
え、利用者や家族等に説明を
して書面にて同意を得ること
を期待する。
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　洋服選びは出来る限りご自身
に行って頂いたり、利用者に
よっては居室内に整髪料や櫛を
置き、身だしなみを整えて頂い
ている。また、同じ服を繰り返
し着ないような声掛け・衣類の
整理や、散髪等の支援も行って
いる。

　起床や就寝の時間はその日そ
の日の本人自身の希望に合わ
せ、日中も居室やリビングなど
自由に行き来して貰うなど、本
人のペースで過ごして頂けるよ
う努めている。また食事や入浴
なども、極力お誘いするが強制
とならないよう、声掛けの工夫
など対応に努めている。

　プライバシーの保護について
のマニュアルを作成、職場内研
修への参加により、プライバ
シー保護の知識習得に努めてい
る。日常の中でも、入室時の
ノックの励行、排泄などプライ
バシーな声掛けは小声で行うな
ど、対応を心がけている。

　洋服選びや起床・就寝時間な
ど、日常生活の様々な場面で本
人自身に決めて頂けるよう、対
応を心がけている。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は排泄チェック表を活用して利用者一人
ひとりの排泄パターンを把握するとともに、タ
イミングを見計らってトイレへ誘導しているほ
か、パッドやリハビリパンツを使用して排泄の
自立に向けた支援をしている。
　一部の利用者は夜間だけ居室にポータブルト
イレを置いている。
　失敗した場合は周りに気付かれないようさり
げなくトイレに誘導し、利用者の自尊心を傷つ
けないように配慮している。

　宅配業者による献立の食材が届き、職員が調
理をしているが、利用者はできる範囲で人参や
じゃがいもの皮むき、テーブル拭き、下膳など
をしている。
　職員は利用者と一緒にテーブルを囲んで同じ
食事を摂り、会話を楽しみながら食事ができる
ように支援をしている。
　誕生会には利用者と職員で、手作りホール
ケーキを作って祝うほか、年数回外食を取り入
れて食事が楽しみなものとなるように支援をし
ている。

43 16

40 15

41

42

　ユニットの中にそれぞれキッチ
ンを設置し、利用者には出来る範
囲で調理やテーブル拭き、配膳、
食器洗い等を手伝って頂いてい
る。食事は、職員も含めて皆で摂
り、食事の時間が楽しいものとな
るよう支援している。また、利用
者ごとの嗜好品（梅干や飲料水
等）を家族の協力を得て用意し、
自由に摂れるよう支援している。

　食事メニューは栄養計算され
ており、摂取量も記録に残して
いる。不足時は、本人の嗜好品
を提供し、十分な摂取量が確保
できるよう努めている。また嚥
下や咀嚼状態に合わせて、食事
形態も随時変更している。

　毎食後、歯磨き・義歯洗浄を
声掛けや介助にて支援し、清潔
保持に努めている。必要に応じ
て歯科での検診も受けている。

　利用者一人ひとりの排泄パ
ターンの把握のために排泄
チェック表を記録し、その情報
を基にトイレ誘導の支援に努め
ている。また、利用者個人の行
動から察知し、失敗なくトイレ
で排泄が出来るよう誘導等の支
援をしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　風呂は各ユニットが交互に沸かし、週２回午後の入浴
を基本としているが、利用者の状態や希望にそって入浴
日や時間帯を変えたり、シャワー浴や足浴など、個々に
応じた支援をしている。
　入浴を嫌がる利用者には無理強いせず、職員や時間帯
を変えたり、「ここのお風呂に入って行きましょう」な
ど利用者の興味のある話しをしながら、さりげなく風呂
場へ誘導し、無理なく入浴ができるように工夫をしてい
る。
　冬は肌の乾燥防止のために入浴剤を使用するほか、冬
至には柚子湯にするなど、季節感を取り入れながら入浴
が楽しみなものとなるように支援をしている。

47

48

45 17

46

44

　水分摂取量や運動量を増やす、
腹部を温めマッサージを行う、な
どから自然排便を促せるよう努め
ている。また特に便秘気味の方に
対しては、ケアプランの中にも立
案し対応に努めている。

　基本として2～3日に1度入浴で
きるように入浴予定の割り振り
は行っているが、毎日入浴でき
る体制になっており、利用者の
希望に応じて予定を変更をし、1
人からでも入浴を提供するよう
支援している。

　リビングや自室を自由に行き
来でき、急速を取りたい方は自
由に休んで頂いている。中には
リビングのソファに横になり休
まれる方もいる。就寝・起床も
利用者のリズムに合わせ介助さ
せて頂いている。

　各病院で処方された薬は、薬
局からの説明書をファイリング
し、職員が内容・用法等につい
て常に確認できるようにしてい
る。薬の変更等ある場合は、介
護記録に記入し服用後の変化を
記録するよう努めている。

　農家をやってこられた方には
土いじり（草取り等）を手伝っ
て頂いたり、日記を書く習慣の
ある方は継続して日記をつけて
頂く等、その方に合わせた方法
で生き甲斐が持てるような生活
が送れるよう支援している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　居間兼食堂の天井は高く、天窓から採光が差し込
んで部屋全体を明るい環境にしている。
　居間にはテレビとソファーが配置しており、利用
者が寛げるほか、一角に腰をかけられる高さに畳の
部屋を設け、洗濯物をたたんだり、気軽に畳の上で
寝そべることができる環境となっている。
　居間の壁や利用者の居室の扉には、利用者が制作
した季節に合った折り紙やちぎり絵などの作品が飾
られており、季節感や温かさがうかがえる。
　風呂場の脱衣所には転倒防止に椅子を配置すると
ともに、エアコンで風呂場との温度差をなくし、安
全に入浴ができるように支援をしている。

　天気の良い日には事業所の庭で利用者が花や木を
観賞するとともに、野菜の生育などを楽しみながら
気軽に日光浴ができるように支援をしている。
　玄関の幅広い庇に長椅子やテーブルを配置し、利
用者がお茶を飲みながら外気浴を楽しんでいる。
　季節の花を見物する外出行事を年間計画に組み込
むとともに、外出時には外食を支援するなど、四季
の移り変わりを肌で感じたり、気分転換ができるよ
うに支援をしている。
　家族等の協力を得て事業所周辺の散歩や外出、外
泊を取り入れながら利用者が日常的に外出ができる
ように努めている。

51

52 19

49 18

50

　希望のある方には、事務室の
電話を使用し電話ができるよう
支援している。またご家族から
届いた手紙の返信を書いたり、
レクリエーションに年賀状や暑
中見舞い作りを取り入れ送付し
たりしている。

　木のぬくもりを生かす造りと
なっており、落ち着いた雰囲気
となるようしつらえている。居
間は、天井を高くして天窓を設
け、採光や換気に工夫した造り
となっている。温度や湿度にも
注意し、季節に応じて加湿等の
対応も行っている。共用空間の
灯りは、温かみのある白熱電球
を用いている。

　金銭管理が困難な方は、ご家
族と十分に相談した上で事業所
で預からせて頂いている。外食
や買い物外出の際に使用できる
よう支援している。またご自身
で金銭管理したいという希望の
ある方は、ご自身でお金を所持
されている。

　季節や天気に合わせて施設周
辺を散歩したり、外庭でお茶を
飲む等の支援をしている。また
福祉車両を活用して、菊祭り見
学やバラ園での散歩などの行事
も実施している。ご家族の協力
を得て、定期的に自宅等への外
出に行かれる方もいる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　居室にはエアコンやベッド、カーテン、ク
ローゼットが備え付けられている。
　利用者は家族等と相談しながら、使い慣れ
た時計や整理箪笥、衣装ケース、カレン
ダー、家族の写真、人形、利用者が制作した
作品など思い思いの品物を持ち込み、居心地
よく暮らせるように工夫している。

55

53

54 20

　個人に合わせたベッドの高さ
の調整や、トイレ等利用する場
所を分かりやすく表示するなど
の工夫をし、できる限り自立し
た生活が送れるよう支援に努め
ている。

居室は、エアコン・ベッド・ク
ローゼットは備え付けとなってい
るが、それ以外に必要な家具は全
て持ち込んで頂いている。使い慣
れたタンスやご家族の位牌などを
持ち込まれる方もおり、各自独自
の空間を作り上げている。

　リビングにはテーブル席の他
に、少し離れた位置にソファを
設置したり、和室空間があった
りすることで、人の気配が感じ
られる空間の中でも独りになっ
たり気の合った利用者同士で過
ごせる場所を設けている。
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Ⅴ　アウトカム項目

○ 1,ほぼ全ての利用者の

2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

2,少しずつ増えている

○ 3,あまり増えていない

4,全くいない

1,ほぼ全ての職員が

○ 2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　グループホーム秋明館 

作成日　  平成２７年９月１０日 

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 14

ご利用者のイベント報告
等外部への広報活動に使
用する際、ご家族等に了
承を得ていないことがあ
る

写真等の広報関係使
用に際し、必ず了承
を得てから行う

ご家族へのお知らせやホー
ムページへの写真等の掲載
に際し、ご家族に同意を得
て行うよう徹底する

すぐに

2 13
夜間想定の避訓練が毎年
実施されていない

夜間想定避難訓練の
実施

夜間想定の避難訓練を地域
の方とともに実施する

平成27年度中

3 5
玄関の施錠に関してご利
用者の同意を取っていな
い

玄関施錠に関する同
意を得る

契約時に明文化する
既入居者には改めて同意書
を取る

すぐに対応

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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